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EGR併用による乳化燃料使用デイーゼル機関のNOx低減
燃費率最良点）を基準に表している．図に示されるように，EGRは軽油におけるNOxを低
減する効果を有するものの，同時に燃料消費率と黒煙濃度の大幅な増大をもたらす．しかし，
水添加を行うことでその傾向は顕著に抑制される．すなわち，乳化燃料を用いて11％程度
のEGRを行った場合には，　EGRなしの軽油における最良燃費率を保ちながら，黒煙濃度を
増大させずにNOxを大幅に低減できることが明らかである．たとえば，水添加率Gw＝＝O．51
massの乳化燃料では軽油に比べ58％，0．79　massでは76％のNOx低減が得られる．
　以上のことから，乳化燃料運転にEGRを併用することは，高負荷領域におけるNOx濃
度をもっとも効果的に削減しうる手段のひとつと考えられる．
5．結　　論
NOxの削減を図ることを目的として，乳化燃料使用ディーゼル機関にEGRを併用した際
の効果について調べた．研究の結果を要約すると，つぎのとおりである．
　（1）乳化燃料を用いて11％程度のEGRを行うことによって，　EGRなしの軽油における
最良燃費率を保ちながら，黒煙濃度を増大させずにNOxを大幅に低減できた．すなわち，
水添加率0．51massの乳化燃料では軽油に比べ58％，0．79　massでは76％のNOx低減が得
られた．
　（2）水添加燃料とEGRを併用した場合には断熱火炎温度が著しく低下し，その結果，　NO
の生成量が低下する．また，水添加の有無にかかわらず，黒煙濃度は環流ガスを考慮した
実質的な空気過剰率によって定まる．
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